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1. 個人データ
• 退職 - 現在のタイトル:

大阪大学名誉教授

• 連絡先:

Email: motoda (at) sanken.osaka-u.ac.jp
URL: http://www.ar.sanken.osaka-u.ac.jp/˜motoda/motoprjp.html

• 職歴:

1967年 04月 日立製作所中央研究所研究員
1971年 04月 日立製作所原子力研究所研究員
1972年 09月 米国パーデュー大学原子力工学科客員研究員
1976年 08月 日立製作所原子力研究所主任研究員
1978年 04月 日立製作所エネルギー研究所主任研究員
1985年 04月 日立製作所基礎研究所主任研究員
1987年 04月 日立製作所基礎研究所主管研究員
1994年 08月 日立製作所基礎研究所主管研究長
1995年 12月 日立製作所基礎研究所退職
1996年 01月 大阪大学産業科学研究所教授
2006年 05月 米国国防総省空軍科学技術局宇宙航空研究開発アジア

事務所科学顧問
2018年 04月 退職

2. 学歴
• 昭和 40年東京大学工学部原子力工学科卒
• 昭和 42年東京大学工学系研究科原子力工学専門課程終了
• Visiting Scholar, Dept. of Nuclear Engineering, Purdue University （昭和 47年 9
月－昭和 48年 8月）

• Teknowledge Inc. （昭和 56年 10月－ 57年 3月）
3. 学位
工学士（昭和 40年、東京大学）
• 卒業論文　臨界未満集合体における２領域炉心の実験的研究
工学修士（昭和 42年、東京大学）
• 論文題目　Xenon毒作用に対する原子炉最適制御法に関する研究
工学博士（昭和 47年、東京大学）
• 論文題目　動力用原子炉の炉内燃料管理の最適化に関する研究
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4. 学会賞
日本原子力学会奨励賞（昭和 45年 3月）
• 動力炉の制御棒計画と燃焼度最適化
日本原子力学会論文賞（昭和 52年 3月）
• 軽水動力炉の燃料交換計画の最適化
日本原子力学会論文賞（昭和 59年 3月）
• 知識工学を適用したプラント運転ガイダンス方式の開発
人工知能学会論文賞（平成 2年 7月）
• 初等幾何学の補助線問題におけるフラストレーションに基づく学習
人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 3年 6月）
• 推論過程からの概念学習
人工知能学会論文賞（平成 5年 7月）
• 推論過程からの概念学習
人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 9年 6月）
• データに基づく複雑システムの第一原理発見手法
人工知能学会研究奨励賞（平成 9年 12月）
• スケールに基づく第一原理発見手法とその実装
人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 10年 12月）
• 拡張ＳＤＳ：連立方程式系の科学発見モデル
人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 11年 12月）
• 観測データからの科学的法則発見とその社会心理学への適用
人工知能学会業績賞（平成 12年 6月）

人工知能学会論文賞（平成 13年 5月）
• スケールタイプ制約に基づく科学的法則式の発見
計算化学会誌論文賞（平成 13年 6月）
• アプリオリアルゴリズムに基づくグラフマイニング法の変異原性デー
タ解析への適用

人工知能学会研究優秀賞（平成 15年 6月）
• データマイニングシステム：MUSASHI

人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 15年 6月）
• Decision Tree - Graph-Based Inductionの探索能力改善
人工知能学会研究優秀賞（平成 17年 6月）
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• 定量的相関規則を用いたクラス分類手法の開発
環アジア知識発見とデータマイニング会議業績賞 (Distinguished
Contribution Award)（平成 18年 4月）

大川記念財団出版賞（平成 19年 11月）
• データマイニングの基礎，オーム社（平成 18年 12月）

ウェブインテリジェンスコンソーシアム業績賞 (Distinguished
Contribution Award)（平成 19年 12月）

人工知能学会フェロー（平成 21年 6月）

データサイエンスと先進解析学に関する国際会議研究論文賞
（平成 26年）

• SISモデルに基づく巨大ネットワーク上の効率的な影響度解析
環太平洋人工知能に関する国際会議業績賞 (Distinguished Con-
tribution Award)（平成 26年）
人工知能学会全国大会優秀論文賞（平成 27年 6月）
• 信頼度つきギャップ分析による社会ネットワークからの高中心性 ノー
ド群同定

人工知能学会研究優秀賞（平成 28年 6月）
• アクティビティ評価情報とNMFの融合によるソーシャルメディアの信頼
リンク予測

環太平洋人工知能国際会議論文賞（平成 28年 8月）
• 複雑ネットワークにおける情報流通（到達可能性維持）に不可欠なリ
ンクの同定

機械学習に関するアジア国際会議業績賞（平成 30年 11月）

人工知能学会論文賞（令和 1年 6月）
• オンラインアイテム群における共有イベント系列に基づいた協調構
造の抽出

環アジア知識発見とデータマイニング会議特別業績賞（令和
2年 5月）
ウエブインテリジェンスアカデミーフェロー（令和 5年 10月）

5. 所属学会
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• 人工知能学会（昭和 62年），フェロー（平成 21年）
• 日本ソフトウエア科学会（昭和 61年-平成 20年）
• 認知科学会（昭和 61年-平成 20年）
• American Association for Artificial Intelligence （昭和 60年-平成 22年）
• 情報処理学会（昭和 57年-平成 20年）
• The Institute of Electrical and Electronics Engineering (Computer Society)（平成

2年-平成 19年）
• American Nuclear Society（昭和 47年-平成 2年）
• 日本原子力学会（昭和 40年-平成 3年）
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6. 研究歴
昭和 42年 4月－昭和 46年 3月（日立製作所中央研究所，研究員）
昭和 46年 4月－昭和 49年 7月（日立製作所原子力研究所，研究員）

• BWR炉内燃料管理システムの開発
沸騰水型動力炉の制御棒計画最適化の理論を完成.プログラム化し商
用炉に適用し炉心管理業務のマンパワー削減に貢献.Deep and Shallow
Principleを理論的に説明した最初の研究．

• 新型転換炉の概念設計
概念設計チームの一員として重水減速軽水冷却新型転換炉の炉心パ
ラメータ最適化計算を実施．

• ウラン濃縮プラントのカスケード動特性の解析
遠心分離型ウラン濃縮カスケードプラントの動特性を連続モデル近
似で効率よく求める手法を開発.起動特性や統計的に発生する単体故
障時の特性を解析．

昭和 47年 9月－昭和 48年 8月（Purdue大学，客員研究員）

• BWR炉内燃料管理の最適化
客員研究員として１年間 Purdue大学原子力工学科にて沸騰水型動力
炉の燃料交換計画最適化を研究．ここで開発したプログラムは後で
商用炉の長期計画立案時の初期案作成に活用．

昭和 48年 9月－昭和 51年 7月（日立製作所原子力研究所，研究員）

• BWRオンライン炉心性能予測システムの開発
核熱水力結合モデル（物理モデル）と炉内計測器を併用して炉内の局
所３次元出力分布をオンラインで精度よく予測可能な手法を開発．

• BWR炉心情報管理システムの開発
発電所サイトと本店炉心管理部署を計算機ネットワークで結合し，サ
イトのデータを転送し，本店計算機にて評価，計画の再立案を実施し
サイトに指示する炉心情報管理システムを設計し，社内の計算機に
て原理実験で実証．

• BWR炉内燃料管理システムの開発
燃料交換最適化プログラムを発展させ，個々の燃料アセンブリの配置
の最適化を可能にし，BWR炉内燃料管理システムとして統合．
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昭和 51年 8月－昭和 53年 3月（日立製作所原子力研究所，主任研究員）
昭和 53年 4月－昭和 55年 7月（日立製作所エネルギー研究所，主任研究員）

• BWR炉心性能の改善（改良炉心のバックフィット）の研究
改良炉心設計チームの一員として運転中の沸騰型動力炉に改良炉心
燃料をバックフィットし炉心性能を向上．

• BWRオンライン炉心性能監視システムの開発
核熱水力結合モデル（物理モデル）と炉内計測器を併用して炉内の３
次元出力分布をオンラインで予測可能な手法を開発.本システムは後
に製品化され，商用炉に適用．

• BWR多領域炉心動特性モデルの開発
改良擬似静的手法による 3次元炉内中性子動特性計算手法を開発．こ
のプログラムは後に熱水力部が付加され，沸騰水型動力炉の炉心安
定性解析に活用．

• BWR炉内燃料管理システムの検証
開発した制御棒計画，燃料交換計画プログラムで立案した計画に添っ
て運転された商用炉からのデータを用いて炉内燃料管理システムを
検証．

• BWR負荷追従運転方式の開発
燃料破損防止のための局所線出力密度の時間変化に対する制約を満
足し，要求される不可変動パターンに追従する流量ならびに制御棒
を併用した不可追従運転制御方式を開発．

昭和 55年 8月－昭和 56年 7月（日立製作所エネルギー研究所，主任研究員）

• 長期研究戦略の策定（企画室）
企画室にて研究所全体の長期研究戦略を立案し所長を補佐．

昭和 56年 10月－昭和 57年 3月（Teknowledge, Inc.）

• 原子炉運転ガイダンスエキスパート・システムの開発
6ヶ月 Teknowledgeに滞在し，Mike Genesereth，Ted Shortliffe教授の指導の
下でモデルに基づく原子炉運転ガイダンスエキスパート・システムを
開発．これが国内で最初の深い推論方式を採用したエキスパート・シ
ステムとして評価.これを機会に人工知能の分野へ転身．

昭和 57年 4月ー昭和 60年 3月（日立製作所エネルギー研究所，主任研究員）
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• 原子炉運転ガイダンスエキスパート・システムの開発
Teknowledgeで開発したシステムをオンライン処理可能とするため全
面改良し，炉水位計の異常を給水ポンプの流量異常検知の兆候から
診断し，原因絞り込みのテスト自動生成するデモを実施．

• 汎用知識表現・推論システムの開発
上記のシステムで開発した手法を汎用化し，述語論理に基づく，メタ
レベル推論が可能な汎用知識表現・推論システムを開発．

• 実時間制御用推論システムの開発
ルールコンパイルの手法を用いて実時間制御に耐える高速処理が可
能な推論システムを開発し，沸騰水型動力炉の起動制御に適用．

• 変電所レイアウトエキスパート・システムの開発
東京電力との共同研究で，変電所レイアウトエキスパート・システム
の開発を指導．事例ベース推論とヒューリスティックス知識を用いた
推論手法を組み合わせた実用的なシステムを開発．

昭和 60年 4月ー昭和 62年 8月（日立製作所基礎研究所，主任研究員）

• 階層的定性推論と電子回路への適用
基礎研究所に配属後，人工知能の基礎研究に研究の重点を移動．機能
推論による装置理解を目指し，機能階層化を用いた定性推論の手法
を開発し，ラジオ回路の機能理解に適用．

• 帰納法なし帰納法による確定節の検証
帰納法なし帰納法による確定節の検証の研究を指導．

昭和 62年 9月ー平成 6年 7月（日立製作所基礎研究所，主管研究員）
基礎研究所主管研究員として人工知能グループのリーダを勤め，機械
学習を中心とする幾つかの研究を指導．本人の専門はソフトウェアであ
るがハードウエアの研究も実施．

• 近似と抽象化に基づく階層的知識コンパイル
機能階層化を用いた定性推論の手法を発展させ，近似と抽象化に基
づき機能知識をコンパイルする手法を開発．

• インタビューに基づく知識獲得の一般アーキテクチャ
タスク構造に関する知識から個別のインタビューシステムを生成する
メタインタビューシステムを開発．問題を解きながら不具合を検知し
て注視点を制御し，必要な知識をインタビューで獲得する知識獲得の
一般アーキテクチャを提案．

• プリミティブマッチング法による隠喩理解
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動詞を有限個の意味素によって表現し，隠喩文を意味素のネットワー
ク動詞の類似性 (Analogical mapping)から解釈し，意図された意味を理
解する隠喩文理解方式を開発．

• 関連性推論によるモデル構成の自動化
関連性に関する知識を明示的に表現し，メタレベル推論によって，問
題解決に必要最小限の物理モデルをモデルフラグメントから自動的
に構築する手法を開発．客員研究員A. Levyとの共同研究．

• 視覚イメージ推論による学習・問題解決技術
図形情報を有効に利用した推論方式を研究中.概念知識をルールとフ
レームで図形情報をアレイで表現し，推論の各場面で役割に応じて両
者の知識がダイナミックに使用される視覚推論方式を開発.被験者を用
いたプロトコル実験でモデルの妥当性を検証．客員研究員H. Narayanan
との共同研究．

• 多頻発パタン抽出による演繹学習と帰納学習の統合
グラフ表現中に頻繁に現れるパターンをペアの逐次チャンキングで抽
出するという単一の原理で演繹的な学習と帰納的な学習を統一的に
扱えるグラフに基づく学習方式GBIを開発.概念の抽出，マクロオペ
レータの学習，分類規則の学習など多様な目的に適用できることを
例示．

• 認知的チャンキングによる推論制御知識の学習
人間の認知能力と整合する視覚パタン（認知的チャンク）を学習し，
推論の制御に利用する学習方式を開発.初等幾何の解法で威力を発揮.
学習した推論制御知識の価値（ユーティリティ）を動的に評価する手
法も考案．

• 隠れマルコフモデルの構造最適化
現在知られている構造既知下での繰り返しパラメータ学習法にリン
ク削除可否の判定を導入し，隠れマルコフモデルの構造自体を準最
適化し同時にパラメータも最適化する手法を開発.本手法をDNAデー
タ解析に適用．

• 大容量ワークステーションの開発（生涯パートナーを目指す学習マ
シン）
学習マシンプロジェクトを統括.目的は学習能力を持ちユーザと共に
成長し生涯パートナーとなり得る大容量個人用ワークステーションの
開発．主記憶 2GBを持ちUNIXで動くワークステーションを開発．

平成 6年 8月-平成 7年 12月（日立製作所基礎研究所，主管研究長）
引き続き基礎研究所主管研究長として人工知能グループのリーダを勤
め，機械学習を中心とする幾つかの研究を指導.

• 情報フィルタリング
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大量の情報の洪水の中から個人に興味のある情報のみを自動的にフィ
ルターし，適当な場所にファイルする情報フィルタリング手法の開発
を指導．

• ユーザ適応型インターフェイスの基礎検討
ユーザの癖や意図をユーザの経験を観察することによって自動的に学
習し，ユーザ毎に違った応答を示すように成長するインターフェイス
の可能性を検討．グラフに基づく帰納学習を適用．

• 多分類用逐次的知識獲得手法 (MCRDR)を応用したヘルプデスクシス
テムの開発
単一分類用逐次的知識獲得手法 (RDR)の改良版である多分類用逐次的
知識獲得手法 (MCRDR)を用いてUNIXの使い方に関するヘルプデスク
システムを開発．

平成 8年 1月-平成 18年 3月（大阪大学産業科学研究所教授）
引き続き，学習，知識獲得の研究を続行．後半はデータマイニングを中
心に研究を展開．

• ユーザ適応型インターフェイスの実装と検証
上記ユーザ適応型インターフェイスの研究を実装．学習方の改良と共
に，意図や癖を抽出するために必要な情報を同定し，ユーザのコマン
ド履歴とファイル入出力関係から次のコマンドを予測し，アイコンで
表示するシステムを試作．

• 数値データからの法則自動発見
測定量の尺度がもたらす強い制約を利用して，可能な限り領域知識
を使わないで測定データからその中に潜む第一原理を発見する手法
を開発．能動的観測条件下での単一方程式，連立方程式の発見，受動
的観測条件下での単一方程式，連立方程式の発見へと研究を進め，2
年の冷却期間を経て，受動的観測条件下での連立動特性方程式の発
見手法へと展開．

• 環境変化時の不要知識検知削除機能をもつ逐次的知識獲得手法
逐次的知識獲得手法RDRに知識削除機能を付加．環境変化時に不要
知識を自動同定し，知識の整合性を保持しつつ不要知識を削除し，新
知識を獲得する手法を開発．

• 専門家とデータからの知識獲得の統合化
逐次的知識獲得手法RDRに，データからの知識獲得機能を付加．最小
記述長原理を用い，従来の人間の専門家からの知識獲得とデータか
らの知識獲得を統合．知識獲得の任意の段階で両者を切り替え可能
となり，異種の知識源からの効果的な知識獲得を実現．

• 情報量基準に基づく相関を考慮した数値属性の離散化
記号属性と数値属性が混在したデータに対し，記述量最小化と情報
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量基準最小化の 2つの基準を用いて，各属性間の相関を考慮しつつ，
数値属性を有限個の離散値属性に離散化する方式を提案．

• 逐次チャンキングに基づくグラフマイニング手法GBIの性能向上
逐次チャンキングに基づくグラフマイニング手法GBIに，チャンキング
の評価指標とパタン抽出の評価指標の区別，ビーム探索による探索
範囲の拡大，正準形ラベル計算によるチャンキング順序の違いによる
パタン同型判定の機能を追加し，性能向上 (B-GBI)．さらに，重複パタ
ンの探索を可能にし，数え落としのない擬似チャンクに基づくCl-GBI
を開発．パラメータの設定で完全探索が可能．対象とする部分グラフ
は，連結の一般部分グラフと誘導部分グラフ．

• GBIを用いたグラフ構造データ向き決定木構築
B-GBI, Cl-GBIを再帰的に呼び出し，分離能力最大の部分パタンを探
索する属性構築機能を有すグラフ構造データ向きの決定木構築手法
DT-GBI，DT-ClGBIを開発．

• アプリオリアルゴリズムに基づく完全探索グラフマイニング手法AGM

アプリオリアルゴリズムに基づく完全探索可能なグラフマイニング
手法AGMを開発．グラフを隣接行列で表現し，正準形ラベルにより
同型判定し，ボトムアップに多頻度部分グラフを完全探索．非連結グ
ラフも探索可能．対象とする部分グラフは，連結・非連結の一般部分
グラフと誘導部分グラフ，加えて連結の順序木，非順序木，経路，系
列も可能．

• 変換不変性を利用した汎用情報検索手法
検索対象情報をバイト列で表現し，ある種の変換に対して不変性を
有する高速フーリエ変換を移動窓内のバイト列に適用し，係数空間
内の類似性から多様なデータ形式について同じ原理で検索を高速実
行する枠組みを開発．テキストデータファイル，バイナリーデータ変
換されたワードプロセッサーファイル，2次元画像ファイルの検索に適
用可能．

• 相関規則マイニング理論の構築と実用化
極大推論規則に関する理論を提案し，代表的相関規則のみを抽出す
る手法を実装．数値属性を離散化せず，直接，数値属性データの共起
関係が探索可能な，属性空間の次元増加に対して単調にデータ数が
減少するデータ密度基準による定量的相関規則導出法を開発し実装．
さらに，これに基づきデータクラスの高精度分類予測が可能な分類
学習手法を開発．

• アクティブマイニングの提案と実証
特定領域アクティブマイニングの領域代表者として，4年間のプロジェ
クトを統括．グラフマイニング手法DT-GBI, DT-ClGBI, AGMを用いて
慢性肝炎データ，化学薬品データからのマイニングの全サイクルを実
施し，アクティブマイニングの有用性を実証．
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平成 18年 5月-平成 30年 4月（米国空軍科学技術局宇宙航空研究開発アジ
ア事務所 (AFOSR/AOARD)科学顧問，大阪大学名誉教授，大阪大学産業科
学研究所招へい教授，ニュー・サウス・ウェールズ大学計算科学科客員教
授（平成 20年 3月-平 24年２月），タスマニア大学計算機科学科非常勤教授
（平成 25年 3月-平成 28年 2月)）

• アジア地区における情報関連（とくに人工知能，機械学習，データマ
イニング）の基礎研究プロジェクト管理，引続き，機械学習，データ
マイニングならびに社会ネットワークの研究に従事．

平成 30年 5月-現在　 (大阪大学名誉教授，大阪大学産業科学研究所招へい
教授，タスマニア大学計算機科学科非常勤教授（平成 25年 3月-平成 30年 8
月)）

• 社会ネットワーク解析の研究に従事（社会ダイナミックス，クリティカ
ルリンク同定，変化点検知，社会バイアス，社会的信頼性など）．

• 機械学習，データマイニングの基礎研究を続行．
• 計算知能研究プロジェクトの共同研究開始．

7. 学会活動他
1. 運営委員

• 平成 8年 8月－平成 16年 8月 環太平洋人工知能国際会議運営
委員会委員

• 平成 10年 4月－平成 13年 4月 環アジア知識発見とデータマイ
ニング会議運営委員会委員

• 平成 13年 5月－平成 15年 4月 環アジア知識発見とデータマイ
ニング会議運営委員会副委員長

• 平成 14年 11月－平成 18年 10月 発見科学国際会議運営委員会委
員長

• 平成 14年 11月－平成 18年 10月 計算論的学習理論国際会議運営
委員会委員

• 平成 15年 4月－平成 30年 10月 Web Intelligence Conosrtiumg技術運
営委員

• 平成 15年 4月－平成 30年 10月 Web Intelligence & Intelligent Agent
Technology 運営委員

• 平成 15年 4月－平成 20年 5月 アルバータ機械学習 COEセンタ
科学運営委員

• 平成 15年 4月－平成 18年 3月 北陸先端大学院大学アカデミック
アドバイザー

• 平成 15年 5月－平成 18年 4月 環アジア知識発見とデータマイ
ニング会議運営委員会委員長

¸
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• 平成 16年 4月－平成 18年 3月 統計数理研究所運営委員
• 平成 16年 9月－現在 環太平洋人工知能国際会議運営

委員会名誉委員
• 平成 18年 5月－現在 環アジア知識発見とデータマイ

ニング会議運営委員会終身委員
• 平成 18年 11月－平成 30年 11月 発見科学国際会議運営委員会委員
• 平成 21年 10月－平成 24年 10月 機械学習に関するアジア会議議

運営委員会委員長
• 平成 24年 10月－現在 機械学習に関するアジア会議議

運営委員会終身委員
• 平成 25年 12月－現在 データサイエンスと解析に関す

る国際会議運営委員会委員
• 平成 25年 08月－平成 30年 04月 人間の脳，行動，健康情報学に関

する関する国際会議運営委員会
委員

• 平成 30年 11月－現在 発見科学国際会議運営委員会名
誉委員

2. 学会理事

• 昭和 62年 5月－昭和 64年 4月 日本ソフトウェア科学会理事
• 平成 2年 6月－平成 4年 5月 人工知能学会理事
• 平成 7年 6月－平成 11年 5月 日本認知科学会常任運営委員
• 平成 17年 1月－平成 18年 12月 日本認知科学会監査委員

3. 編集委員

• 昭和 62年 4月－平成 3年 3月 人工知能学会編集委員会委員
• 昭和 64年 4月－平成 4年 10月 Knowledge Acquisition (Academic

Press)編集委員会委員
• 平成 2年 2月－平成 6年 2月 IEEE Expert編集委員会委員
• 平成 3年 1月－平成 5年 1月 コンピュータ科学（秀潤社）編集

委員会委員
• 平成 3年 8月－平成 17年 5月 Advanced Engineering Informatics (El-

sevier)編集委員会委員
• 平成 5年 6月－平成 9年 4月 認知科学会編集委員会委員
• 平成 4年 11月－平成 18年 3月 International Journal of Human Com-

puter Studies (Elsevier)編集委員会
委員
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• 平成 9年 3月－平成 14年 12月 知識発見とデータマイニングハン
ドブック編集委員 (Oxford University
Press)

• 平成 10年 01月－平成 16年 12月 Knowledge and Information Systems:
An International Journal (Springer
Verlag)

• 平成 13年 04月－平成 26年 03月 Intelligent Data Analysis (IOS Press)

• 平成 13年 04月－平成 15年 05月 Handbook of Data Mining (Lawrence
Erlbaum Associates), Advisory board
member

• 平成 14年 08月－平成 17年 12月 AI Handbook（人工知能学会）
• 平成 21年 10月－平成 24年 03月 Advisoryl board of ACM Transactions on Intelligent

Systems and Technology (ACM TIST)

• 平成 27年 04月－令和 04年 07月 Editorial board of International Journal of Data Science
and Advanced Analytics (Springer)

4. 学会、ワークショップ企画，プログラム委員長

• 第 5回人工知能学会全国大会委員会副委員長（平成 2年）
• 第 1回知識獲得に関する国際ワークショップ (JKAW90)共同組織委員
長（平成 2年）

• 第 2回知識獲得に関する国際ワークショップ (JKAW92)共同組織委員
長（平成 4年）

• 第 2回日英マシンインテリジェンスに関する国際ワークショップ
(MI93)共同組織委員長（平成 5年）

• 第 3回知識獲得に関する国際ワークショップ (JKAW94)共同組織委員
長（平成 6年）

• 第 3回日英マシンインテリジェンスに関する国際ワークショップ
(MI95)共同組織委員長（平成 7年）

• 第 1回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW96) 共
同組織委員長（平成 8年）

• 第 1回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD97)
プログラム共同委員長（平成 9年）

• 第 5回環太平洋人工知能国際会議 (P7RICAI98)プログラム共同委員
長（平成 10年）

• 第 2回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW98) 共
同組織委員長（平成 10年）

• 第 1回発見科学に関する国際会議 (DS98)プログラム委員長（平成
10年）

• 第4回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2000)
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共同組織委員長（平成 12年）
• 第 3回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW00)共同
組織委員長（平成 12年）

• 新世紀の知的システムに関する革新的プロジェクトに関するパネ
ルオーガナイザー（第 13回知的システム方法論に関する国際シン
ポジウム, ISMIS02）（平成 14年）

• 第 1回データマイニングからの教訓に関する国際ワークショップ共
同組織委員長（第 19回機械学習に関する国際会議, ICML02）（平成
14年）

• 第 4回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW02)共同
組織委員長（平成 14年）

• 第 1回アクティブマイニングに関する国際ワークショップ (AM02)共
同組織委員長（平成 14年）

• 第 2回アクティブマイニングに関する国際ワークショップ (AM03)共
同組織委員長（平成 15年）

• 第 3回アクティブマイニングに関する国際ワークショップ (AM04)共
同組織委員長平成 16年）

• 第 5回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW04)名誉
組織委員長（平成 16年）

• 第9回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2005)
組織委員長（平成 17年）

• 第 8回発見科学に関する国際会議 (DS05)組織委員長（平成 17年）
• 第11回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2007
名誉組織委員長（平成 19年）

• 第 10回環太平洋人工知能に関する国際会議 (PRICAI2008)組織委員
長（平成 20年）

• 第13回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2009
名誉組織委員長（平成 21年）

• 第 1回機械学習に関するアジア国際会議 (ACML09)組織委員長（平
成 21年）

• 第 4回データマイニングにおける属性選択に関する国際ワークショッ
プ (FSDM2010)共同組織委員長（平成 22年）

• 第 1回行動情報学に関する国際ワークショップ (BI2010)共同組織委
員長（平成 22年）

• 第 11回スマートシステムとサービスのための知識管理・獲得に関
する国際ワークショップ（旧環太平洋知識獲得に関する国際ワーク
ショップ (PKAW2010)）共同名誉委員長（平成 22年）

• 欧州機械学習・データマイニングに関する国際会議 (ECML/PKDD2010)
優秀論文賞審査委員長（平成 22年）
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• 第 5回知識・情報・創造支援システムに関する国際会議 (KICSS2010)
組織委員長（平成 22年）

• 第 2回行動情報学に関する国際ワークショップ (BI2011)共同組織委
員長（平成 23年）

• 第12回知的システムのための知識管理・獲得に関する国際ワークショッ
プ（旧環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW2012)
共同名誉委員長（平成 24年）

• 第 3回行動情報学に関する国際ワークショップ (BI2012)共同組織委
員長（平成 24年）

• 第 4回行動情報学に関する国際ワークショップ (BI2013)共同組織委
員長（平成 25年）

• 行動及び社会情報学並びに計算に関する国際ワークショップ (BSIC2013)
共同組織委員長（平成 25年）

• 第17回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2013)
共同組織委員長（平成 25年）

• 第９回データマイニングとその応用に関する国際会議 (ADMA2013)
共同組織委員長

• 第18回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2014)
共同名誉組織委員長（平成 26年）

• 第２回 ラフ集合と知的システ ムパラダイムに関する国際会議
(RSEISP2014)共同プログラム委員長（平成 26年）

• IEEEデータサイエンスと先進解析学に関する国際会議 (DSAA2014)
共同組織委員長（平成 26年）

• 第19回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2015)
共同組織委員長（平成 27年）

• 第 1回防衛技術に関するアジア会議 (ACDT2015)共同組織委員長（平
成 27年）

• 第 10回知識・情報・創造支援システムに関する国際会議 (KICSS2015)
共同名誉組織委員長（平成 27年）

• 第 2回防衛技術に関するアジア会議 (ACDT2016)共同組織委員長（平
成 28年）

• 環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW2016)共同名
誉委員長（平成 28年）

• 第 14回環太平洋人工知能に関する国際会議 (PRICAI2016)共同名誉
委員長（平成 28年）

• 第 11回知識・情報・創造支援システムに関する国際会議 (KICSS2016)
共同名誉組織委員長（平成 28年）

• 第 3回防衛技術に関するアジア会議 (ACDT2017)共同組織委員長（平
成 29年）
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• IEEEデータサイエンスと先進解析学に関する国際会議 (DSAA2017)
共同組織委員長 （平成 29年）

• 環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW2018)共同名
誉委員長（平成 30年）

• 第 10回機械学習に関するアジア国際会議 (ACML2018)名誉組織委員
長（平成 30年）

• 第22回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2019)
共同名誉組織委員長（平成 31年）

• 環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW2019)共同名
誉委員長（平成 31年）

• 第 12回機械学習に関するアジア国際会議 (ACML2020)名誉組織委員
長（令和 02年）

• 2020年データと知識獲得に関する原理と実際に関する国際ワーク
ショップ (PKAW2021)共同名誉委員長（令和 3年）

• 2022年データと知識獲得に関する原理と実際に関する国際ワーク
ショップ (PKAW2022)共同名誉委員長（令和 4年）

• 2023年データと知識獲得に関する原理と実際に関する国際ワーク
ショップ (PKAW2023)共同名誉委員長（令和 5年）

5. プログラム委員

• 日本ソフトウェア科学会第６回大会プログラム委員会委員（平成 1
年）

• 第 1回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT90)現地
委員会委員（平成 2年）

• 第 1回環太平洋人工知能国際会議（PRICAI90）プログラム委員（平
成 2年）

• 知識モデリングと知識伝達に関する国際会議 (KMET91)プログラム
委員会委員（平成 3年）

• 第 5回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW91)プ
ログラム委員（平成 3年）

• 第 6回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW91)プログラ
ム委員（平成 3年）

• 第 2回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT91)プロ
グラム委員（平成 3年）

• 第 5世代コンピュータ国際会議 (FGCS92)プログラム委員（平成 4年）
• 第 6回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW92)プ
ログラム委員（平成 4年）

• 第 7回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW92)プログラ
ム委員（平成 4年）
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• 第 2回環太平洋人工知能国際会議（PRICAI92）プログラム委員（平
成 4年）

• 第 3回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT92)プロ
グラム委員（平成 4年）

• 第 1回日韓合同エキスパート・システムに関する国際会議 (KJJCES92)
プログラム委員（平成 4年）

• 第 7回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW93)プ
ログラム委員（平成 5年）

• 第 4回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT93)プロ
グラム委員（平成 5年）

• 第 8回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW94)プログラ
ム委員（平成 6年）

• 第 8回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW94)プ
ログラム委員（平成 6年）

• 第 2回日韓合同エキスパート・システムに関する国際会議 (JKJCES94)
プログラム委員（平成 6年）

• 第 11回機械学習に関する国際会議 (ICML94)プログラム委員（平成 6
年）

• 第 5回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT94)プロ
グラム委員（平成 6年）

• 第 8回人工知能とエキスパート・システムの産業および工学への応
用に関する国際会議 (IEA/AIE95)プログラム委員（平成 7年）

• 第 5回宇宙工学における人間機械インタラクションと人工知能に関
する国際会議 (HMI-AI-AS’95)（平成 7年）

• 第 9回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW95)プログラ
ム委員（平成 7年）

• エキスパート・システムに関する環太平洋アジア国際会議 (PACES95)
プログラム委員（平成 7年）

• 抽象化、再編成、近似に関するシンポジウム (SARA95)プログラム
委員（平成 7年）

• 第 3回エキスパート・システムに関する国際会議プログラム委員
（平成 8年）

• 機械学習と人間機械相互作用に関する国際ワークショッププログ
ラム委員（平成 8年）

• 第 4回ラフ集合、ファジイー集合、機械発見に関する国際会議プロ
グラム委員（平成 8年）

• 第 13回米国人工知能会議 (AAAI96）プログラム委員（平成 8年）
• 第 10回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW96)プログラ
ム委員（平成 8年）
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• 第 9回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW96)プ
ログラム委員（平成 8年）

• 第 4回環太平洋人工知能国際会議（PRICAI96）プログラム委員（平
成 8年）

• 環アジアエキスパート・システムに関する国際会議／シンガポー
ル知的システム国際学会 (PACES/SPICIS97) プログラム委員（平成 9
年）

• 第 8回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT97)プロ
グラム委員（平成 9年）

• オーストラリア人工知能会議（AI97）プログラム委員（平成 9年）
• 知識ベースシステムにおける問題解決方法に関する国際ワーク
ショッププログラム委員（平成 9年）

• 第 10回ヨーロッパ知識獲得に関する国際ワークショップ (EKAW97)
プログラム委員（平成 9年）

• 第 11回北米知識獲得に関する国際ワークショップ (KAW97)プログラ
ム委員（平成 9年）

• 第 1回戦略的知識と概念形成に関する国際ワークショッププログラ
ム委員（平成 9年）

• IEEE主催知識工学とデータ工学の国際ワークショップ (KDEX-97)プ
ログラム委員（平成 9年）

• 第 2回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD98) （平成 10年）

• オーストラリア人工知能会議（AI98）プログラム委員（平成 10年）
• 第 9回計算論的学習理論に関する国際ワークショップ (ALT98)プロ
グラム委員（平成 10年）

• 抽象化、再編成、近似に関するシンポジウム (SARA98)プログラム
委員（平成 10年）

• 第 4回複数戦略機械学習に関する国際ワークショップ (MSL98)プロ
グラム委員（平成 10年）

• 第 6回ラフ集合，データ発掘，ソフトコンピューティングに関する
国際ワークショッププログラム委員（平成 10年）

• 知的データ工学と学習に関する国際シンポジウム (IDEAL98)プロ
グラム委員（平成 10年）

• 第 3回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD99) （平成 11年）

• 第 7回ラフ集合，ファジー集合，グラニュアルソフトコンピューティ
ングに関する国際会議プログラム委員 ((RSFDGrC’99) （平成 11年）

• 第 2回認知科学国際会議諮問委員（平成 11年）
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• ユーザ学習に関する IJCAI99 ワークショッププログラム委員（平成
11年）

• オーストラリア人工知能応用シンポジウムプログラム委員（平成
11年）

• 第 2回発見科学に関する国際会議 (DS99)プログラム委員（平成 11年）
• 第 2回戦略的知識と概念形成に関する国際ワークショッププログラ
ム委員（平成 11年）

• 第 6回複数戦略機械学習に関する国際ワークショップ (MSL98)プロ
グラム委員（平成 12年）

• 抽象化、再編成、近似に関するシンポジウム (SARA00)プログラム
委員（平成 12年）

• 第 12回知識工学と知識管理に関する国際会議 (EKAW2000)プログラ
ム委員（平成 12年）

• 第 17回機械学習に関する国際会議 (ICML00)プログラム委員（領域
委員長）（平成 12年）

• 第 3回発見科学に関する国際会議 (DS00)プログラム委員（平成 12年）
• 第 2回知的エージェント技術に関するアジア太平洋会議 (IAT’2001)
運営委員（平成 13年）

• 第 5回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD01) （平成 13年）

• 第 1回 IEEEデータマイニング国際会議 (ICDM01)プログラム委員（平
成 13年）

• 第 5回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨーロッ
パ会議 (PKDD01)プログラム委員（平成 13年）

• 第 12回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML01)プログラム委員
（平成 13年）

• 第 3回戦略的知識と概念形成に関する国際ワークショップ (SKCF’01)
プログラム委員（平成 13年）

• 第 4回発見科学に関する国際会議 (DS01)プログラム委員（平成 13年）
• データベースからの知識発見における性能向上のためのラッパー
に関する IJCAI-2001ワークショッププログラム委員（平成 13年）

• 第 6回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD02) （平成 14年）

• 抽象化、再編成、近似に関するシンポジウム (SARA02)プログラム
委員（平成 14年）

• 第 13回知識工学と知識管理に関する国際会議 (EKAW2002)プログラ
ム委員（平成 14年）

• 第 5回発見科学に関する国際会議 (DS02)プログラム委員（平成 14年）
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• 第 19回機械学習に関する国際会議 (ICML02)プログラム委員（領域
委員長）（平成 14年）

• 知的情報処理に関する国際会議 (ICIIP’02)プログラム委員（平成
14年）

• 第 13回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML02)プログラム委員
（平成 14 年）

• 第 6回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨーロッ
パ会議 (PKDD02)プログラム委員（平成 14年）

• 複数関係データマイニングに関する国際ワークショップ (MRDM-2002)
プログラム委員（平成 14年）

• 第 7回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD03)（平成 15年）

• データマイニング基礎論に関する国際ワークショッププログラム
委員（平成 15年）

• 第 14回知的システム方法論に関する国際シンポジウム (ISMIS03）プ
ログラム委員（平成 15年）

• 第 7回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨーロッ
パ会議 (PKDD03)プログラム委員（平成 15年）

• 第 14回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML03)プログラム委員
（平成 15 年）

• 第 3回 IEEEデータマイニング国際会議 (ICDM03)プログラム委員（平
成 15年）

• ソフトウェア工学と知識工学のためのデータマイニングに関する
国際ワークショップ (DMSK’03)プログラム委員（平成 15年）

• 複数関係データマイニングに関する国際ワークショップ (MRDM-2003)
プログラム委員（平成 15年）

• 第 6回発見科学に関する国際会議 (DS03)プログラム委員（平成 15年）
• 第 1回グラフ，木，系列データのマイニングに関する国際ワーク
ショップ (MGTS-2003)プログラム委員（平成 15年）

• 第 8回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD04)（平成 16年）

• 第 5回環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW04)プロ
グラム委員（平成 16年）

• 第 16回人工知能に関するヨーロッパ会議 (ECAI2004)プログラム委員
（平成 16年）

• 第 7回発見科学に関する国際会議 (DS04)プログラム委員（平成 16年）
• 第 8回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨーロッ
パ会議 (PKDD04)プログラム委員（平成 16年）
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• 第 15回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML04)プログラム委員
（平成 16 年）

• 第 14回知識工学と知識管理に関する国際会議 (EKAW2004)プログラ
ム委員（平成 16年）

• 第 6回自動化システムに関する IFIP国際会議 (BASYS’04)トラックD：
産業における機械学習とデータマイニングプログラム委員（平成
16年）

• 生体医療におけるデータマイニングに関する国際ワークショップ
(KDbM-04)プログラム委員（平成 16年）

• 第 2回グラフ，木，系列データのマイニングに関する国際ワーク
ショップ (MGTS-2004)プログラム委員（平成 16年）

• 複数関係データマイニングに関する国際ワークショップ (MRDM-2004)
プログラム委員（平成 16年）

• データマイニング基礎論に関する国際ワークショッププログラム
委員（平成 16年）

• 第 4回階 IEEEデータマイニング国際会議 (ICDM04)プログラム委員
（平成 16年）

• データマイニングにおける属性選択に関する国際ワークショップ
(FSDM2005)プログラム委員（平成 17年）

• 抽象化、再編成、近似に関するシンポジウム (SARA05)プログラム
委員（平成 17年）

• 第 22回機械学習に関する国際会議 (ICML05)プログラム委員（領域
委員長）（平成 17年）

• 第 9回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨーロッ
パ会議 (PKDD05)プログラム委員 (領域委員長）（平成 17年）

• 第 16回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML05)プログラム委員
（領域委員長）（平成 17年）

• 第 10回ラフ集合，ファジー集合，データマイニング，グラニュアル
コンピューティングに関する ((RSFDGrC2005)国際会議プログラム委
員（平成 17年）

• 第 11回ACM SIGKDD知識発見とデータマイニングに関する国際会
議 (KDD2005)プログラム委員（平成 17年）

• 第 5回 IEEEデータマイニング国際会議 (ICDM05)プログラム委員（平
成 17年）

• 第 15回帰納論理プログラムに関する国際会議 (ILP-2005)プログラム
委員（平成 17年）

• 複数関係データマイニングに関する国際ワークショップ (MRDM-2005)
プログラム委員（平成 17年）

• セマンティック指向のデータならびにWebマイニングに関するワー
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クショッププログラム委員（平成 17年）
• 第 9回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議プログラ
ム委員 (PAKDD06)（平成 18年）

• 第 23回機械学習に関する国際会議 (ICML06)シニアプログラム委員
（平成 18 年）

• データマイニングにおける属性選択に関する国際ワークショップ
(FSDM2006)プログラム委員（平成 18年）

• 第 16回知的システム方法論に関する国際シンポジウム (ISMIS06）プ
ログラム委員（平成 18年）

• 第 6回 IEEEデータマイニング国際会議 (ICDM06)プログラム委員（平
成 18年）

• 第 2回複雑データマイニングに関する国際ワークショップ (MCD2006)
プログラム委員

• 第11回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2007)
プログラム委員（平成 19年）

• 第 18回機械学習に関するヨーロッパ会議 (ECML07)プログラム委員）
（平成 19年）

• 第 11回データベースからの知識発見の原理と実際に関するヨー
ロッパ会議 (PKDD07)プログラム委員（平成 19年）

• 第12回環アジア知識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD2008)
プログラム委員（領域委員長）（平成 20年）

• 第 1回社会計算，挙動モデリングと予測に関する国際ワークショッ
ププログラム委員 (SBP08)（平成 20年）

• 人工知能に関するブラジルシンポジウムプログラム委員 (SBIA08)
（平成 20年）

• データマイニングと知識発見における属性選択ニューチャレンジに
関する国際ワークショップ (FSDM08) （平成 20年）

• 環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW08)プログラ
ム委員（平成 20年）

• 第 2回社会計算，挙動モデリングと予測に関する国際ワークショッ
ププログラム委員 (SBP09)（平成 21年）

• 2009 IEEE社会計算，サービス，知能に関する国際会議 (SocialCom-09)
（平成 21年）

• 第12回発見科学に関する国際会議 (DS09)プログラム委員（平成21年）
• 社会計算，挙動モデリングと予測に関する国際会議プログラム委
員 (SBP10)（平成 22年）

• 第13回発見科学に関する国際会議 (DS10)プログラム委員（平成22年）
• 第 3回 IEEE/ACM主催サイバー社会・実社会計算に関する国際会議
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(CPSCom2010)プログラム委員（平成 22年）
• 第 11回スマートシステムとサービスのための知識管理・獲得に関
する国際ワークショップ（旧環太平洋知識獲得に関する国際ワーク
ショップ (PKAW2010)プログラム委員（平成 22年）

• 第 19回知的システム方法論に関する国際シンポジウム (ISMIS11）プ
ログラム委員（平成 23年）

• 社会計算，挙動モデリングと予測に関する国際会議 (SBP11)プログ
ラム委員（平成 23年）

• 非均質情報ネットワークにおけるリンクマイニングに関する IJ-
CAI2011ワークショップ (HINA2011)プログラム委員（平成 23年）

• 社会計算，挙動モデリングと予測に関する国際会議 (SBP12)プログ
ラム委員（平成 24年）

• 第12回知的システムのための知識管理・獲得に関する国際ワークショッ
プ（旧環太平洋知識獲得に関する国際ワークショップ (PKAW2012)
プログラム委員（平成 24年）

• 社会計算，挙動・カルチャモデリングと予測に関する国際会議プロ
グラム委員 (SBP13)（平成 25年）

• 第6回パタン認識とマシンインテリジェンスに関する国際会議 (PReMI
2015)プログラム委員（平成 27年）

• 第 14回知的システムに関する知識管理・獲得に関する国際ワーク
ショップ (PKAW16)プログラム委員（平成 28年）

• 第 23回知的システム方法論に関する国際シンポジウム (ISMIS17）プ
ログラム委員（平成 29年）

• 第 6回複雑パターンマイニング最前線に関する国際ワークショップ
(NFMCP2017)プログラム委員（平成 29年）

• 第 3回機械学習とソフトコンピューティングに関する国際会議技術
委員（平成 31年）

6. 委員会、ワーキンググループ

• 昭和 44年 4月－昭和 46年 3月 日本原子力学会原子炉システム
最適化技術専門委員会委員

• 昭和 46年 4月－昭和 51年 10月 日本原子力学会原子炉システム
技術研究専門委員会委員

• 昭和 59年 4月－現在 電子情報通信学会人工知能と知
識工学研究会委員

• 昭和 59年 4月－平成 2年 3月 情報処理学会知識工学と人工知
能研究会委員

• 昭和 60年 4月－平成 2年 3月 ICOT発電設備エキスパート・シス
テムワーキンググループ委員
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• 昭和 60年 4月－平成 2年 3月 ICOT人工知能基礎ワーキンググ
ループ委員

• 昭和 63年 4月－昭和 64年 3月 ICOT知識獲得・設計ワーキンググ
ループ委員

• 昭和 63年 4月－昭和 64年 3月 ICOT知識ベースシステムソフト
ウェアアーキテクチャワーキング
グループ委員

• 昭和 64年 1月－現在 日本原子力研究所原子力用人工
知能応用研究委員会委員

• 平成 2年 4月－現在 人工知能学会基礎理論研究会委
員、平成 2年 4月-4年 3月まで幹事，
平成10年4月-平成12年3月まで主査

• 平成 2年 4月－現在 人工知能学会知識ベースシステ
ム研究会委員、平成 6年 4月から 8
年 3月まで主査

• 平成 5年 4月－平成 7年 8月 日本学術会議情報工学研究連絡
委員会知識処理工学の体系化ワー
キンググループ委員

7. 学位外部審査委員

• 平成 10年 5月－平成 13年 8月 ニューサウスウェールズ大学博士
学位論文審査委員 (Debbie Richards
の学位論文審査）

• 平成 12年 3月－平成 12年 6月 ニューサウスウェールズ大学博士学
位論文審査委員 (Ghassan Beydoun
の学位論文審査）

• 平成 12年 10月－平成 13年 3月 北陸先端科学技術大学院大学博
士学位論文審査委員 (Nguyen Dung
Trongの学位論文審査）

• 平成 13年 5月－平成 13年 8月 ニューサウスウェールズ大学博士学
位論文審査委員 (Ashesh Mahidadia
の学位論文審査）

• 平成 15年 5月－平成 13年 8月 シドニー大学博士学位論文審査委
員 (Kanh Hyuk Leeの学位論文審査）

• 平成 15年 6月－平成 15年 9月 北陸先端科学技術大学院大学博
士学位論文審査委員 (河崎さおり
の学位論文審査）

• 平成 17年 6月－平成 17年 9月 北陸先端科学技術大学院大学博
士学位論文審査委員 (Le Si Quang
の学位論文審査）

• 平成 17年 12月－平成 18年 3月 北陸先端科学技術大学院大学博
士学位論文審査委員 (Ngyen Dung
Ducの学位論文審査）
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• 平成 17年 12月－平成 18年 3月 北陸先端科学技術大学院大学博士
学位論文審査委員 (Le Hoang Minh
の学位論文審査）

• 平成 18年 5月－平成 18年 7月 タズマニア大学博士学位論文審
査委員 (Richard Peter Dazeleyの学位
論文審査）

• 平成 19年 3月－平成 19年 5月 マックァリー大学博士学位論文審
査委員 (Megan Margaret Vazeyの学
位論文審査）

8. 主要会議での招待講演

• “機械は人間と同じように学習できるか？”，第 1回応用エルゴノミッ
クスに関する国際会議（平成 9年）

• “計算機を使いやすくするための機械学習技術”，第 15回人工知能
に関する国際会議 (IJCAI-97)（平成 9年）

• “第一原理法則式発見の計算機による発見支援”, 第 3回環アジア知
識発見とデータ発掘に関する国際会議 (PAKDD-99)（平成 11年）

• “グラフ構造データからの多頻度パタンのマイニング”，第 12回人
工知能に関するオーストラリア会議 (AI-99)（平成 11年）

• “グラフ構造データからのパタンマイニング”，第 5回複数戦略学習
に関する国際会議 (MSL-00)（平成 12年）

• “環境が変化する状況下での人間とデータからの知識獲得”，第 10
回人工知能に関するポルトガル会議 (EPIA-01)（平成 13年）

• “アクティブマイニング - 狙いと見通し - ”，人工知能学会全国大会
AI セミナー（平成 14年）

• “属性選択，抽出，構築”，データマイニング基礎論に関する国際
ワークショップ（平成 14年）

• “アクティブマイニング - 知識発見の螺旋モデル -”，IEEEデータマ
イニング国際会議 (ICDM02)プログラム委員（平成 14年）

• “アクティブマイニング - 知識発見の螺旋モデル -”, 第 19回ファジィシ
ステムシンポジウム (平成 15年）

• “アクティブマイニング - データからの知識発見の螺旋モデル -”，第
1 回システム研究国際連合世界会議 (平成 17年）

• “構造データで何が可能か？ - データマイニングの視点から -”，第
11 回人工知能に関するオーストラリア会議 (AI-06)（平成 18年）

• “観測データからの情報拡散モデルの学習と挙動解析への応用”，第
3 回社会情報学に関する国際会議（平成 23年）

9. 論文リスト
1. 炉内燃料管理（原子力工学）
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• 論文（学会誌, 雑誌, 査読あり）
[1] H. Motoda and T. Kawai, “A Theory of Control Rod Programming Op-

timization in Two-Region Reactors,” Nucl. Sci. Eng., Vol.39, pp.114-118
(1970)

[2] H. Motoda, “Burnup Optimization of Continuous Scattered Refueling,”
Nucl. Sci. Eng., Vol.41, pp.1-13 (1970)

[3] H. Motoda, “Optimal Control Rod Programming of Light Water Reactors
in Equilibrium Fuel Cycle,” Nucl. Sci. Eng., Vol.46, pp.88-111 (1971)

[4] H. Motoda, “Optimization of Control Rod Programming and Loading Pat-
tern in Multiregion Nuclear Reactor by the Method of Approximation Pro-
gramming,” Nucl. Sci. Eng., Vol.49, pp.515-524 (1972)

[5] M. Kitamura and H. Motoda, “Burnup Optimization Using Modal Expan-
sion Method,” J. Nucl. Sci. Technol., Vol.9, pp.512-520 (1972)

[6] H. Motoda, “Investigation of the Fuel Loading Pattern on the Core Burnup
by FLARE Simulation,” J. Nucl. Sci. Technol., Vol.9, No.12, pp.751-753
(1972)

[7] H. Motoda, J. Herczeg and A. Sesonske, “Optimization of Refueling Sched-
ule for Light Water Reactors,” Nucl. Technol., Vol.25, pp.477-496 (1975)

[8] H. Motoda and O. Yokomizo, “Optimization of Fuel Assembly Allocation
for Boiling Water Reactors,” J. Nucl. Sci. Technol., Vol.13, No.5, pp.230-
246 (1976)

[9] T. Kawai, H. Motoda, T. Kiguchi and M. Ozawa, “A Method for Generating
a Control Rod Programming for Boiling Water Reactors,” Nucl. Technol.,
Vol.28, pp.108-118 (1976)

[10] O. Yokomizo, H. Motoda, T. Kiguchi and R. Takeda, “A Man-Machine
Communication System for Boiling Water Reactor Core Management Plan-
ning,” Nucl. Technol., Vol.29, pp.191-199 (1976)

[11] H. Motoda and O. Yokomizo, “Method to Minimize Power Peaking in
Refueling Schedule of Boiling Water Reactor,” J. Nucl. Sci. Technol.,
Vol.14, pp.108-116 (1977)

[12] H. Motoda, S. Tanisaka, T. Kiguchi and H. Yonenaga, “Feasibility Study
of Core Management System by Data Communication for Boiling Water
Reactors,” Nucl. Technol., Vol.36, pp.294-304 (1977)

[13] T. Hayase and H. Motoda, “Boiling Water Reactor Control Rod Program-
ming Using Heuristic and Mathematical Methods,” Nucl. Technol., Vol.48,
pp.91-100 (1980)

[14] Y. Bessho, H. Motoda, T. Kiguchi, T. Hayase, K. Hoshi and T. Enomoto,
“A New Method of Startup Planning for Boiling Water Reactors ,” J. Nucl.
Sci. Technol. Vol.18, No.9, pp.697-704 (1981)

[15] Y. Bessho, H. Motoda and M. Watanabe, “Principles for Control Rod
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Withdrawal Strategy during the Startup of Boiling Water Reactors,” Nucl.
Technol., Vol.58, pp.113-119 (1982)

• 論文（国際学会, 査読あり）
[1] M. Senoh and H. Motoda, “Hybrid Simulation of Nuclear Reactor for Op-

timal Fuel Management,” Proc. of AICA Symposium, pp.G-3/1-G-3/5,
Tokyo (April, 1971)

[2] H. Motoda, T. Kiguchi and T. Kawai, “Optimal Rod Programming and
Loading Pattern in a Multiregion Reactor,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.15,
pp.105-106 (1972)

[3] H. Motoda, T. Kiguchi and T. Kawai, “Computer Program for Control Rod
Programming of BWR,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.16, pp.171-172 (1973)

[4] T. Kiguchi and H. Motoda, “Development of Computer Program INROD
for Intermediate Term Control Rod Programming of BWR,” Paper pre-
sented at IAEA Specialists’ Meeting on Spatial Control Problems, Nyköping,
Sweden (Oct., 1974)

[5] T. Kiguchi and H. Motoda, “Development of Computer Program STROD
for Startup Control Rod Programming of BWR,” Paper presented at IAEA
Specialists’ Meeting on Spatial Control Problems, Nyköping, Sweden (Oct.,
1974)

[6] T. Kiguchi, H. Motoda and S. Kobayashi, “Feasibility Study of Core Man-
agement System by Data Communication for Boiling Water Reactors, ”
Paper presented at IAEA/NPPCI Specialists’ Meeting on Nuclear Power
Plant Control Problems Associated with Load Following and Network Tran-
sients, Cadarache, France (Jan., 1977)

[7] T. Enomoto, Y. Bessho, T. Kiguchi, H. Motoda, T. Hayase and H. Hi-
ranuma, “Development of Startup Control Rod Programming Code System
for BWRs,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.30, pp.648-648 (1978)

• 論文（雑誌, 査読なし）
[1] Y. Niki, N. Hiranuma, M. Ozawa, H. Motoda and A. Kawahara, “Operat-

ing Experience of Shimane Nuclear Power Station and Core Management
Engineering System,” Hitachi Review, Vol.25, pp.97-102 (1976)

• 本（但し, 章を分担したもののみ）
[1] 元田　浩, “燃料管理問題,” 原子炉の計算機制御, 須田信英編, 東
京電機大学出版会, 1971

2. オンライン炉心性能監視, 制御（原子力工学）
• 論文（学会誌, 雑誌, 査読あり）

[1] Y. Nishizawa and H. Motoda, “On-Line Calculation Method for Evaluating
the Power Distribution in a Nuclear Reactor Core,” J. Nucl. Sci. Technol.,
Vol.10, No.2, pp.125-127 (1973)
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[2] Y. Nishizawa, T. Kiguchi and H. Motoda, “On-Line Prediction of the Power
Distribution within Boiling Water Reactors,” Nucl. Sci. Eng., Vol.60,
pp.189-192 (1976)

[3] S. Uchikawa and H. Motoda, “A Method for Calculating Power Distribu-
tions in Boiling Water Reactors Using In-Core Detector Readings,” Nucl.
Sci. Eng., Vol.77, pp.137-145 (1981)

• 論文（国際学会, 査読あり）
[1] Y. Nishizawa, T. Kiguchi and H. Motoda, “On-Line Core Performance Pre-

diction of BWR,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.22, pp.242-243 (1975)

[2] T. Hayase and H. Motoda, “BWR Control Rod Programming Using Heuris-
tic and Mathematical Methods,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.27, pp.727-
728 (1977)

[3] T. Kiguchi, T. Fukuzaki, Y. Nishizawa and H. Motoda, “Evaluation of On-
Line Power Distribution Prediction Method by BWR Operating Data,”
Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.27, pp.728-730 (1977)

[4] M. Serizawa, H. Motoda, S. Kobayashi, S. Yamada, H. Iida, M. Yokomi
and H. Nakamura, “Experience with Computer Based Systems Applied to
Boiling Water Reactor Power Plant,” Proc. of Joint Automatic Control
Conference, FP21-3:50, pp.360-366, San Francisco (June, 1977)

[5] T. Kiguchi, H. Motoda, S. Kobayashi, S. Uchikawa, M. Yokomi, H. Iida
and H. Nakamura, “On-Line Core Performance Evaluation and Operating
Guidance System for Boiling Water Reactors,” Proc. of IAEA International
Symposium on Nuclear Power Plant Control and Instrumentation, IAEA-
SM-226/30, pp.1-23, Cannes, France (April, 1978)

3. 炉心シミュレーション（原子力工学）
• 論文（学会誌, 雑誌, 査読あり）

[1] Y. Nishizawa and H. Motoda, “Method for Evaluating the Local Variation
of the Neutron Flux,” J. Nucl. Sci. Technol., Vol.9, No.7, pp.412-419 (1972)

[2] K. Umegaki, T. Kiguchi and H. Motoda, “Simple Method to Predict Power
Level and Core Flow Rate of Boiling Water Reactors by Using a One-Point
Core Model,” J. Nucl. Sci. Technol. Vol.19, No.7, pp.513-520 (1982)

[3] H. Motoda, T. Hayase, Y. Bessho and K. Kato, “Multi-Region Neutronics
Model Based on Coarse Mesh Nodal Coupling Method for Slow Transient
Analyses of Boiling Water Reactors,” Nucl. Sci. Eng., Vol.80, pp.648-666
(1982)

• 論文（国際学会, 査読あり）
[1] T. Kiguchi, T. Hayase, Y. Bessho, H. Motoda, S. Kobayashi and T. Hoshi,

“Effective Use of Operating Data for Three-Dimensional BWR Core Sim-
ulator,” Paper presented at NEACRP Specialists’ Meeting on Calculation
of 3-Dimensional Rating Distribution in Operating Reactors, Paris, France
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(Nov., 1979)

[2] O. Yokomizo, I. Sumida and H. Motoda, “Development of a Time-Domain
BWR Core Stability Analysis Program,” Trans. Am. Nucl. Soc., Vol.34,
pp.605-606 (1980)

[3] H. Motoda, Y. Bessho, T. Hayase and K. Kato, “Multi-Region Neutronics
Model for Slow Transient Analysis of BWRs,” Trans. Am. Nucl. Soc.,
Vol.38, pp.352-354(1981)

4. ウラン濃縮カスケード（原子力工学）
• 論文（学会誌, 雑誌, 査読あり）

[1] T. Kawai, K. Inoue, H. Motoda, T. Kobayashi and T. Kiguchi, “Sensitiv-
ity Analysis of Ideal Centrifuge Cascade for Producing Slightly Enriched
Uranium,” Nucl. Sci. Eng., Vol.50, pp.63-72 (1973)

[2] T. Kiguchi, H. Motoda and T. Kawai, “Stochastic Fluctuation in a Uranium-
Enriching Cascade Using the Centrifuge Process,” Nucl. Technol., Vol.17,
pp.168-183 (1973)

5. 知識情報処理, 人工知能
• 論文（学会誌, 雑誌, 査読あり）

[1] Y. Nishizawa, H. Motoda, N. Yamada and Y. Wada, “Approach to Knowl-
edge Based Man-Machine Communication for BWR Start-Up Guidance,”
J. Nucl. Sci. Technol., Vol.20, No.10, pp.877-879 (1983)

[2] 木口高志, 吉田健一, 元田 浩, 小林節雄, “知識工学を適用したプ
ラント運転ガイダンス方式の開発,” 日本原子力学会誌, Vol.25,
No.4, pp.298-305 (1983)

[3] 元田　浩, 山田直之, “システムの機能に関する知識を用いた原
子炉異常診断の試み,” 計測と制御, Vol.22, No.9, pp.47-52 (1983)

[4] N. Yamada and H. Motoda, “A Plant Diagnosis Method Based on the
Knowledge of System Description,” J. Inf. Proc. Vol.7, No.3, pp.143-148
(1984)

[5] M. Suwa and H. Motoda, “Acquisition of Associative Knowledge by the
Frustration-Based Learning Method in an Auxiliary-Line Problem,” Knowl-
edge Acquisition, Vol.1, No.1, pp.113-137 (1989)

[6] 諏訪正樹, 元田　浩, “初等幾何学の補助線問題におけるフラスト
レーションに基づく学習,” 人工知能学会誌, Vol.4, No.3, pp.308-320
(1989)

[7] 吉田健一，元田　浩, “階層的定性推論のための浅い知識の合成
法, 人工知能学会誌, Vol.4, No.4, pp.447-455 (1989)

[8] 諏訪正樹, 元田　浩, “Frustration-based Learning法による隠喩の理
解, 人工知能学会誌, Vol.5, No.3, pp.291-299 (1990)

[9] A. Kawaguchi, H., Motoda and R. Mizoguchi, “Interview-Based Knowledge
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Acquisition using Dynamic Analysis,”, Invited, IEEE Expert, Vol.6, No. 5,
pp.47-60 (1991)

[10] 吉田健一,元田　浩, “近似に基づく階層的知識表現,”人工知能学
会誌, Vol. 7, No.1, pp.69-76 (1992)

[11] 吉田健一, 元田　浩, “推論過程からの概念学習 (I)－類型的推論
過程の抽出－”, 人工知能学会誌, Vol.7, No.4, pp.675-685 (1992)

[12] 吉田健一, 元田　浩, “推論過程からの概念学習－概念構造の構
成要因－”, 人工知能学会誌, Vol.7, No.4, pp.686-696 (1992)

[13] M. Suwa and H. Motoda, “Learning Perceputually-chunked Macro-operators,”
Machine Intelligence, Vol.13, pp.419-440, Oxford Univ. Press (1994)

[14] 諏訪正樹，元田　浩, “プリミティブマッチング法：隠喩的見立て
知識の学習法,” 人工知能学会誌, Vol.9, No.3, pp.417-426 (1994)

[15] 諏訪正樹，元田　浩, “認知的方略 (Perceptual-chunks)の学習　－
学習プロセスの視覚的制御手法,” 人工知能学会, Vol.9, No.4, pp.
548-558 (1994)

[16] K. Yoshida, H. Motoda and N. Indurkhya, “Graph-based Induction as a
Unified Learning Framework”, Invited, J. of Applied Intelligence, Vol.4,
pp.297-328 (1994)

[17] M. Suwa and H. Motoda, “PCLEARN: A Computer Model for Learning
Perceptual Chunks,” AI communication, Vol.7, No.2, pp.114-125 (1994)

[18] 吉田健一，元田　浩，Nitin Indurkhya, “類型パターンの抽出に基
づく帰納的学習と演繹的学習の統合,” 人工知能学会誌, Vol.10,
No.1, pp.61-71 (1995)

[19] K. Yoshida and H. Motoda, “CLIP: Concept Learning from Inference Pat-
tern,” Joural of Artificial Intelligence, Vol.75, No.1, pp.63-92 (1995)

[20] M. Suwa and H. Motoda, “On Dealing with the Dynamic Utility of Learned
Knowledge,” Machine Intelligence, Vol.14, pp.111-130, Oxford Univ. Press
(1995)

[21] 諏訪正樹，元田　浩, “認知的基準に基づくオペレータスキーマ
の学習, ” 認知科学，Vol.2，No.4，pp.39-55 (1995)

[22] K. Yoshida and H. Motoda, “Automated User Modeling for Intelligent In-
terface, ” International Journal of Human Computer Interaction (invited),
Vol. 8, No. 3, pp.237-258 (1996)

[23] 吉田健一，元田　浩, “逐次ペアに基づく帰納推論,” 人工知能学
会誌, Vol.12, No.1, pp.58-67 (1997)

[24] B.H. Kang, K. Yoshida, H. Motoda and P. Compton, “Help Desk System
with Intelligent Interface”, Applied Artificial Intelligence: An International
Journal, Vol.11, pp.611-631 (1997)

[25] H. Liu and H. Motoda, “Feature Transformaion and Subset Selection,”
IEEE Intelligent Systems, Vol. 13, No. 2, March/April, pp.26-28 (1998)
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[26] T. Washio and H. Motoda, “Discovery of First Principle Equations Based
on Scale-Type-Based and Data-Driven Reasoning, Knowledge-Based Sys-
tems, Elsevier, Vol.10, No.7, pp.403-411 (1998)

[27] 鷲尾　隆，元田　浩，“属性変量の尺度認知に基づく構成的法
則発見手法”，認知科学，Vol.5，No.2，pp.80-94 (1998)

[28] H. Motoda and K. Yoshida, “Machine Learning Techniques to Make Com-
puters Easier to Use, Journal of Artificial Intelligence, Vol. 103 No.1-2,
pp.295-321 (1998)

[29] 寺邊　正大，片井　修，椹木哲夫，鷲尾　隆，元田　浩，“相関
ルールにもとづく属性生成法”, 人工知能学会誌，Vol.15, No. 1,
pp.187-197 (2000)

[30] 和田　卓也，堀内　匡，元田　浩，鷲尾　隆，“Ripple Down Rules
法における知識獲得の特性評価に基づくデフォルト知識の決定
規範”,　人工知能学会誌，Vol.15, No. 1, pp.177-186 (2000)

[31] 鹿山俊洋，堀内　匡，元田　浩，鷲尾　隆，“逐次ペア拡張によ
る木構造データからの分類規則学習”, 人工知能学会誌，Vol.15,
No. 3, pp.485-494 (2000)　　　

[32] 鷲尾　隆，元田　浩，“構造データ及び数値データ対する相
関ルールマイニングの拡張”, 人工知能学会誌，Vol.15, No. 5,
pp.759-767 (2000)　　　

[33] 鷲尾　隆，元田　浩， “スケールタイプ制約に基づく科学的法
則式の発見,” 人工知能学会誌，Vol.15, No.4, pp.681-692 (2000)

[34] 猪口　明博，鷲尾　隆，元田　浩，熊澤　公平，荒井　尚英,“
多頻度グラフパターンの完全な高速マイニング手法,” 人工知能
学会誌, Vol.15, No.6, pp.1052-1063 (2000)

[35] 鷲尾　隆，元田　浩， “大規模システムに関する科学的連立
方程式モデルの発見,” 人工知能学会誌，Vol.15, No.6, pp.1107-1116
(2000)
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